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新規グループを作成・・・・・・・・
文献情報はグループでの管理をおすすめします。グループは500個まで作成可能です。

グループを共有・・・・・・・・・・
作成したグループは、他のEndNote basic版利用者または、デスクトップ版利用者と
インターネット上で共有できます。

重複レファレンスを検索・・・・・・
インポートしたレファレンスに重複がある場合、重複データを削除できます。
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新規グループを作成



新規グループを作成

❶どちらからでもアクセスできます。
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新規グループを作成

❷
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新規グループを作成

グループ名を入力

グループ名を論文のテーマなどに
しておくと、レファレンスを作成
するときに分かりやすくて便利です。

❹

❸

―4―



新規グループを作成

マイグループに、新しいグループが追加されました。
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すでに[未整理]フォルダに入っているデータをグループ分けする場合は、以下の手順をご確認ください。

❶

❷

❸
❹

❺

保存先を選択

新規グループを作成
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グループを共有
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グループを共有

❶どちらからでもアクセスできます。
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グループを共有

❸

共有したいグループに
チェックを入れる

❷
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グループを共有

❹
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グループを共有

❺

共有したい相手のメールアドレスを入力
※共有相手もEndNote basicへユーザー登録が必要です。

※EndNote basicのアカウントで使用しているメールアドレスを入力してください。

最大1,000件まで共有可能です。
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グループを共有

❼

共有相手に許可する権限を選択

「読み書き」を許可されたユーザーは、共有フォルダ
への文献の追加や削除も可能となります。

❻
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グループを共有

❽

共有が完了すると、「1件のEmailアドレスを追加しました。」と表示されます。
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グループ共有後に共有設定を変更したい場合は、以下の手順をご確認ください。

❶

グループ自体の共有をやめると
きは、チェックをはずします。

❷

共有するメンバーの追加・グループへのアクセス権限の
変更・メールアドレスの変更ができます。

グループを共有

グループから特定のメンバーへの共有をやめるときは、
「削除」をクリックしてください。
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❶
❷

❸
taro-junten@juntendo.ac.jp

共有グループの作成者

マイレファレンスのページにある、
“他ユーザーと共有するグループ” に表示
しない場合はチェックをはずしてください。

グループを共有された場合は、以下の手順でご確認ください。
グループを共有

共有されたグループの詳細を確認する場合
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Alzheimer’s Disease論題をクリックすると、論文の詳細を確認できます。

❶

❷

無料で公開されている論文や、順天堂で契約している論文の場合は、
「順天堂リンク」をクリックすると本文の閲覧ができます。
※本文を閲覧する場合は、事前にPulse Secureで学内環境へアクセス
してください。

グループを共有

共有された論文の詳細を確認する場合
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重複レファレンスを検索
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重複レファレンスを検索

保存したレファレンスが重複している場合は、重複レファレンスを削除します。

重複データ
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重複レファレンスを検索

❶どちらからでもアクセスできます。
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❷

後から保存した文献に自動的にチェックが
入ります。

重複レファレンスを検索
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重複レファレンスを検索

❸
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重複レファレンスを検索

削除した重複レファレンスは、ごみ箱へ移動します。
『なし』をクリックすると、ごみ箱が空になります。

重複レファレンスが削除されました。
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